
開催
報告

「キャッシュレ
スは便利なので
使ったお金をメ
モで残してお金
を管理できるよ
うにしたいで
す。」

「一人一人が
意識をして行
動していくこ
とが大切だと
感じまし
た。」

「自分たちの選
択によって、環
境・地域・社会
に影響を及ぼす
ことができるの
かについて学べ
ました。」

01 キャッシュレスに
ついて

夏休みに向けて何ができるのかを考えました

夏休みに向けて、カードなどキャッシュレスを使用する
人が増えてくることに相対して、それに関する消費者問題
も増えてくるので、改めて一つ一つカードのことについて
学び、どんなことに気を付けないといけないのかをみんな
で議論しました。そして、自分がもし使うとしたら自分に
合ったキャッシュレス決済をすることも呼びかけをしまし
た。

02 SDGｓについて

SDGsについて改めて学びました

消費者教育を学んでいくうちに必ず出てくるSDGsにつ
いて改めてなぜ大学生協で取り組まないといけないのかを
伝えました。そして、まだまだSDGsの認知度が低い中で
どうすればみんなにSDGsのことについて知ってもらえる
かについても考えることができました。大学生協で取り組
んでいる企画がSDGsに関係することも初めて知ったメン
バーも多くいました。

03 エシカル消費について

エシカル消費を自分ごとに

エシカル消費は一見すると難しいようですが、実は皆さ
んが普段しているかしこい選択と同じことです。そのエシ
カル消費が社会や地域にとって貢献するものであると学び
ました。普段している行動を振り返り、意外とエシカル消
費をしていることに気づくことができたり、もっと工夫し
て消費することができるのではと考えることができました。
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次回はもっと今年新しく入ったメンバー
を巻き込んでやっていきたいです😊

文責：ブロック学生事務局[ 山根 ]

開催概要
日程：2020年07月17日(金)
場所：Zoom上

参加者（カッコ内は人数）
大経大(1)、樟蔭大(１)、兵県大(2)、親和女(1)、神高専(1)、
連合会(2)

計5会員9名
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